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明
日
の
空
へ 

S
D
G
s
─
J
A
L
の
取
り
組
み
─
／
第
１
０
２
回「

奄
美
大
島
、徳
之
島
、沖
縄
島
北
部
及
び

西
表
島
」 

世
界
自
然
遺
産
登
録

今回のテーマに該当する目標

2015年9月、全国連加盟国（193カ国）により「持続可能な開発目標
（Sustainable Development Goals : SDGs）」が採択されました。2030
年までに、貧困や気候変動、平和的社会などの17の目標を達成す
べく、JALグループも社会の課題解決に取り組んでいきます。

　

今
年
７
月
、「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」

が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
約
２
０
０

万
年
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
離
れ
、
独
自
の
生
態
系
が
構
築

さ
れ
た
こ
れ
ら
の
島
々
は
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
や
イ
リ
オ
モ

テ
ヤ
マ
ネ
コ
と
い
っ
た
絶
滅
危
惧
種
や
固
有
種
た
ち
の
宝
庫
で
あ

り
、
生
物
多
様
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
べ
き
宝
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
６
年
か
ら
こ
の
登
録
を
推
進
し
、

沖
縄
を
拠
点
と
す
る
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航
空
（
Ｊ
Ｔ

Ａ
）、
琉
球
エ
ア
ー
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）、
鹿
児
島
を
拠
点

と
す
る
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）
が
中
心
と
な
っ
て
、

ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
の
標
識
を
設
置
し
た
り
、
特
別
デ
ザ
イ
ン
機
を

就
航
さ
せ
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
７
月
に
は
、
沖
縄
の
企
業
や
民
間
組
織
・
団
体
を

つ
な
ぐ
「
世
界
自
然
遺
産
推
進
共
同
企
業
体
」（
代
表
＝
青
木
紀

将
Ｊ
Ｔ
Ａ
社
長
）
が
発
足
、
続
く
８
月
に
は
鹿
児
島
で
も
「
世
界

自
然
遺
産
推
進
共
同
体
」（
代
表
＝
久
見
木
大
介
Ｊ
Ａ
Ｌ
鹿
児
島

支
店
長
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
も
島
々
の
生
態
系
や
生
物
多
様
性
を
守
ろ
う
と
い
う

個
人
や
団
体
、
企
業
単
位
で
の
活
動
は
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

う
し
た
企
業
や
団
体
が
互
い
に
手
を
取
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

世
界
自
然
遺
産
登
録

島の宝を守る主な取り組み

民
間
を
つ
な
ぐ
チ
ー
ム

大
き
な
力
を
発
揮
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

　

住
民
一
人
一
人
、企
業
一
社
一
社
が
、島
の
宝
を
「
知
り
」、「
守

り
」、「
適
切
に
活
用
」
し
て
、「
持
続
可
能
な
島
」
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
、
共
同
企
業
体
や
共
同
体
は
、
参
画
し
て
い
る
企
業
・

団
体
ご
と
の
強
み
を
生
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
鹿
児
島
大
学
の
研
究
成
果
を
島
の
人
々
と
共
有
す
る

発
表
会
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
推
薦
地
上
空
を
遊
覧
飛
行
す
る
環

境
学
習（
知
る
）、Ａ
Ｉ
を
用
い
た
希
少
種
自
動
判
別
で
密
輸
を
防

ぐ
試
み
、
空
港
関
係
者
全
員
が
集
ま
っ
て
の
密
猟
密
輸
対
策
研
修

会
、
自
然
防
風
林
の
植
樹
（
守
る
）、
自
然
遺
産
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
自
社
商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
環
境
保
全
事
業
へ
寄
付
、
持

続
可
能
な
観
光
ル
ー
ト
の
策
定
（
適
切
に
活
用
す
る
）
な
ど
で
す
。

「
今
回
の
世
界
自
然
遺
産
へ
の
登
録
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
通
過

点
で
す
。
島
の
宝
を
国
内
外
に
認
知
し
て
も
ら
っ
た
今
、
そ
の
宝

を
ど
う
保
全
し
、
活
用
し
て
、
持
続
可
能
な
環
境
活
動
を
展
開
し

て
い
く
か
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
共
同
体
・
共
同
企
業
体
の
真
価

が
発
揮
さ
れ
る
局
面
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
鹿
児
島
支

店
・
奄
美
営
業
所
の
栄
さ
か
え

正ま
さ

行ゆ
き

は
話
し
ま
す
。

　

奄
美
大
島
商
工
会
議
所
の
有
村
修
一
会
頭
も
「
待
ち
わ
び
た
明

る
い
話
題
」
と
歓
迎
し
つ
つ
、「
よ
り
多
く
の
観
光
客
を
望
む
の

で
は
な
く
、
未
来
に
わ
た
っ
て
奄
美
ら
し
さ
が
失
わ
れ
な
い
発
展

の
方
法
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

旅
行
商
品
を
扱
う
Ｊ
Ａ
Ｌ 

Ｊ
Ｔ
Ａ
セ
ー
ル
ス
で
は
、
今
年
３

月
か
ら
沖
縄
県
内
で
、
排
気
ガ
ス
を
一
切
出
さ
な
い
電
気
バ
ス
「
や

ん
ば
る
黄く

金が
に

号
」
で
、
亜
熱
帯
の
森
を
巡
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
始

し
ま
し
た
。
売
り
上
げ
の
一
部
は
環
境
保
全
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
豊
か
な
地
球
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
海
や
陸
の

豊
か
さ
の
保
全
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
島
を
守
る

持
続
可
能
な
島
づ
く
り

●4月
　奄美大島ナイトツアー
　実証実験第2回（環境省）

●やんばる世界自然遺産
　登録推薦地域上空の
　環境学習遊覧飛行

●3月
　徳之島金見海岸清掃会
　（徳之島地区自然保護協議会）

●奄美大島観光地クリーンキャンペーン
　（奄美大島観光3団体）

●3月
　世界自然遺産登録応援
　特別デザイン機就航
　（JAL、J-AIR、JAC、JTA、RAC）

●JAL
　JTAセールス
　電気バス
　ツアー開始

●6月
　奄美空港密猟密輸
　対策研修会

●徳之島全島清掃
　（徳之島地区
　自然保護協議会）

●1月
　奄美トレイル
　全線開通
　（鹿児島県）

●12月
　西表島環境学習遊覧飛行

●11月
　奄美大島ナイトツアー
　実証実験第1回
　（環境省）

●奄美大島観光地
　クリーンキャンペーン
　（奄美大島観光3団体）

●1月
　西表島ビーチクリーン

●8月
　世界自然遺産推進共同体
　（鹿児島）発足

●世界自然遺産登録に
　向けた特別デザイン機
　就航（JTA、RAC）

●2月
　奄美大島環境シンポジウム&
　親子夜間観察会（環境省）

●3月
　「地域の自然を守るタオル®

　（太平電機ECOひいきプロジェクト）」
　機内販売開始（JAC）

●奄美大島あやまる岬ビーチクリーン

●アマミトゲネズミの
　ためのシイの実集め
　（奄美自然学校）

●9月
　外来種駆除作業
　（奄美大島エコツアーガイド連絡協議会）

●10月
　奄美大島観光地
　クリーンキャンペーン
　（奄美大島観光3団体）

●徳之島ボランティア大清掃会
　（徳之島3町ほか）

●奄美空港密猟密輸対策研修会

●7月
　世界自然遺産
　推進共同企業体（沖縄）発足

●10月
　奄美大島観光地クリーンキャンペーン
　（奄美大島観光3団体）

●9月
　アマミノクロウサギ交通事故
　防止キャンペーン（環境省）

●石垣空港密猟・密輸防止のための希少種識別研修会
　（JTA、環境省、石垣市、 竹富町）

●自然防風林アダンの実植え付け（奄美自然学校）
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